
『
医
心
方
』
に
対
す
る
関
心
・
評
価
を
知
る
一
助
と
し
て
、
明
治

以
降
に
発
表
さ
れ
た
『
医
心
方
』
関
連
書
物
目
録
を
作
っ
て
み
た
。

も
ち
ろ
ん
私
の
目
に
ふ
れ
た
範
囲
で
あ
り
、
ま
た
分
類
の
方
法
に
も

問
題
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
各
題
名
は
省
略
し
、
そ
の
出
現
数
値
の

み
を
あ
げ
る
。
な
お
括
弧
の
な
い
の
は
雑
誌
等
に
発
表
さ
れ
た
論

説
・
報
告
等
で
あ
り
、
括
弧
内
の
数
字
は
刊
本
で
あ
る
。

Ｊ一
標
題
に
『
医
心
方
』
ま
た
は
丹
波
氏
・
和
気
（
半
井
）
氏
と
で
て

く

い
る
も
の

一
内
容
に
よ
り

㈲
復
刊
：
全
巻
⑤
一
部
⑥

。
伝
来
ま
た
は
書
誌
学
…
妬

白
全
般
の
解
説
：
卯
、
④

四
各
巻
の
解
説
・
訓
読

『
医
心
方
」
の
伝
写
に
つ
い
て
（
Ｘ
）

ｌ
関
連
書
目
Ｉ

杉
立
義
一

序
説
…
四
、
の
鍼
灸
．
：
６
、
②
本
草
…
７
房
内
…
⑧

産
婦
：
・
４
口
腔
…
４
養
生
：
・
２
、
①
内
科
：
ｉ

外
科
…
１
食
養
…
①
小
児
：
ｉ

⑤
丹
波
氏
：
．
Ⅳ
、
①
和
気
氏
…
ｍ
、
②

㈲
国
文
学
…
４
、
仙
国
語
学
…
４

㈹
一
千
年
記
念
…
８
、
仙

計
一
五
三
・
三
三
合
計
一
八
六
点

二
年
代
に
よ
り

明
治
・
・
・
４
、
②
大
正
…
４
昭
和
元
１
９
…
１
、
③
昭
和

、
’
四
…
８
、
③
昭
和
訓
１
羽
：
・
２
昭
和
訓
Ｉ
調
：
・
５
、

⑥
昭
和
蛆
ｌ
蛸
：
・
４
、
⑧
昭
和
印
ｌ
弘
．
：
詔
、
⑥
昭
和

弱
Ｉ
弱
…
粥
、
③
昭
和
印
ｌ
平
成
元
…
“
、
⑤

合
計
一
八
六
点

Ｊ二
標
題
に
『
医
心
方
』
と
は
で
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
『
医
心

ｆ
方
』
関
連
記
述
を
含
む
も
の
（
刊
本
・
論
文
と
も
）

明
治
…
咽
大
正
…
理
昭
和
元
１
９
・
・
・
⑫
昭
和
、
’
四
…

喝
昭
和
訓
１
羽
：
・
８
昭
和
鋤
Ｉ
調
…
型
昭
和
⑱
ｌ
伯
…

銘
昭
和
別
ｌ
副
…
”
昭
和
弱
Ｉ
弱
・
・
・
妬
昭
和
印
ｌ
平
成

元
…
弱
合
計
二
四
八
点
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ま
と
め

ｊ二
八
六
点
の
う
ち
伝
来
・
書
誌
学
的
研
究
・
和
・
丹
両
家
の
家

に
系
・
人
物
紹
介
等
が
も
っ
と
も
多
い
。
中
国
文
五
点
・
英
文
二
点
が

あ
る
。

年
代
的
に
み
る
と
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
房
内
篇
の
解
説
本
が
集

中
的
に
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
な
る
と
東
洋
医
学
の
再
評

価
に
伴
っ
て
、
『
医
心
方
』
の
訓
読
・
解
釈
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
と
く
に
一
千
年
記
念
事
業
の
行
わ
れ
た
昭
和
五
十
九
年
（
二
六

点
）
お
よ
び
昭
和
六
十
年
（
三
五
点
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
そ
の
研

究
内
容
も
多
様
化
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
『
医
心
方
』
は
中
国
古

医
書
の
丸
写
し
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
従
来
の
定
説
を
う
ち
や
ぶ
り
、

わ
が
国
情
・
風
土
に
適
し
た
医
書
と
し
て
の
独
自
性
が
評
価
さ
れ
て

き
た
。
さ
ら
に
一
千
年
に
わ
た
る
伝
写
の
系
統
も
解
明
さ
れ
て
き
た
。

ｊ三
明
治
前
書
目

Ｋ
『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
二
十
一
に
記
載
し
て
あ
る
書
物
及
び

私
が
目
に
し
た
も
の
合
計
六
九
点
。
但
し
こ
の
中
に
は
『
医
心
方
』

の
各
種
写
本
及
び
安
政
刊
本
は
含
ま
な
い
。（

京
都
医
学
史
研
究
所
）

『
本
草
色
葉
抄
』
は
惟
宗
具
俊
が
弘
安
七
年
（
二
一
八
四
年
）
に

撰
述
し
た
、
鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
本
草
書
で
あ
る
。
本
書
の
伝
本

は
少
な
い
が
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
室
町
中
期
写
本
が
石
原
明
氏
ら
の

解
題
を
付
し
、
昭
和
四
十
三
年
に
同
文
庫
よ
り
影
印
出
版
さ
れ
て
利

用
可
能
と
な
っ
た
。

本
書
は
『
大
観
本
草
』
（
二
○
八
年
初
刊
）
中
に
見
え
る
薬
名
の

記
載
巻
次
の
検
索
を
主
目
的
と
し
た
、
一
種
の
本
草
辞
典
で
あ
る
。

ま
た
そ
れ
以
外
の
薬
名
に
つ
い
て
も
、
本
書
に
先
行
す
る
『
本
草
和

名
』
（
九
一
八
年
頃
成
）
か
ら
数
多
く
転
録
す
る
他
、
独
自
に
各
種
漢

籍
よ
り
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
大
多
数
に
は
出
典
も
記
さ
れ
て

お
り
、
文
献
名
は
転
録
も
含
め
全
体
で
約
一
四
○
種
に
上
る
。

と
こ
ろ
で
鎌
倉
時
代
に
伝
存
、
あ
る
い
は
新
た
に
伝
来
し
て
い
た

医
書
を
把
握
し
う
る
史
料
は
少
な
い
。
し
か
し
本
書
の
所
引
文
献
を

解
析
す
る
な
ら
ば
、
当
時
の
情
況
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ

『
本
草
色
葉
抄
』
所
引
の
医
学
文
献

真

柳

誠
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